
JOP「あぐりナビ」Ｗeb サイトサービスについて 

１． 目的 

本サイトサービス「あぐりナビ」は、施設園芸の農作業を IT により支援するものです。

インターネットで稼働するサーバに農業従事者が運用管理する園芸施設の環境情報を

集約し、その情報を活用した遠隔からの施設監視・過去からの蓄積データを基に植物

の生育に適した最良の条件を比較（マイニング）から導きだし、例えば 2週間後の収

穫シュミレーションを行い、農作業記録を日々蓄える日誌・収支記録サービスを加え

るなど生産管理を支援するシステムで、農作業の伝承にも寄与するものです。 

 

今回紹介するサイトは、経済産業省イノベーション拠点立地支援事業「IGH」および

豊橋市植物工場普及促進事業費補助金に基づいて実施されている実験農場を対象に本

サイトサービス（平成 22 年度.経済産業局委託事業.「地域イノベーション創出研究開

発事業」により開発された技術）の導入事例とするものです。 

 

２． サイトの構成 

(ア) URL は以下の通りです。 

http://jop.agrinavi.jp/igh/ 

 

(イ) ユーザ登録が必要なサービスで個々のユーザ毎に記録データは保全されます。 

(ウ) 一連のサービスを体感する為の試供版画面を用意しています。 

http://jop.agrinavi.jp/igh/


 

 

(エ) メニュー構成は以下の通りです。 

メニュー 内容 

ホーム トップ画面 

ニュース 本サービス、本実験でのニュースを閲覧 

IGH とは 本実験の概要 

ログイン ユーザ ID とパスワードが必要です。 

試供版 ログイン不要で全メニューにアクセス可能です。 

 

(オ) ログイン後のメニュー構成は以下の通りです。 

メニュー 内容 

施設状況 

 

施設の内部写真 

温度や湿度、CO2 濃度等の環境情報を閲覧 

ログイン ID により、データのグラフ表示や CSV 出

力が可能となる。 

施設環境データ 収量や液肥量などで機械的に採取できないデータ

を画面から入力します。 

(カ) 試供版について 

上記ログイン後のメニューに加えて、以下のサービスの試供が可能です。 

メニュー 内容 

あぐり日誌 

 

日々の農作業に関する日誌記録が可能です。 

誰が何時何をし、何時何を購入し、出荷はこうだっ

た等を記録し、昨年等の状況と比較できるようにす

るものです。 

あぐりフォーラム 本サイトサービスを利用するユーザによる情報交

換を行う掲示板サービスです。 

収量管理 データマイニングを行い、施設内環境と収量の関連

性をチェックし、収量予測支援を行うサービスで

す。また、施設の窓やカーテンなどの制御機器を遠

隔制御するサービスも提供します。 

 



 

 

３． サービスの概要 

(ア) 施設状況 

施設内のカメラ映像や温度、湿度等の環境データを施設内に設置したフィールド

サーバで採取し、インターネット上の本サイトサービスを稼働するサーバに転送

されたものを表示閲覧できるようにするものです。 

 

表示したいデータを 5 つまで選択して、グラフ表示や CSV 出力を行う事ができま

す。 

・グラフ出力 

 



・CSV 出力 

 出力対象期間を設定して CSV データとして採取できます。 

 CSV データ上は、5 分毎のデータとして採取可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 施設環境データ 

収量や液肥などの灌水量を機械的に採集できない場合に手動で入力を可能にする

サービスです。 

・灌水量入力画面 

 



 

・収量入力画面 

 

(ウ) 収量管理 

① データマイニング 

 

採集された温度や湿度などの環境データと収量との相関をデータマイニングによ

り求め、収量予測に適当な予測式を決定することができます。 

なお、この機能は少なくとも収量が得られてから 2 週間以上の期間のデータを持

って近未来を予測するものであり、同施設における蓄積データ量が数年～数十年

と多くなれば予測精度は向上するというものです。 



 

② 施設運転状況（例） 

 

施設の天窓やカーテンなどを制御する装置が導入され、フィールドサーバと当該

制御装置が連携している場合に、遠隔で制御装置の状態を確認することができま

す。 

下記、ＪＯＰ「あぐりナビ」システム複合環境制御装置導入画面（例） 

 



また、制御装置は基本的に自動運転となりますが、必要に応じてＷeb サイトから

設定値変更反映などと手動操作する事が出来ます。 

 

 

③ 収量予測 

 

既述のデータマイニング結果を利用し、近未来において温室の状態を変えると収

量はどの程度になるかを予測するサービスです。 

マイニングの所でも述べたように、データの蓄積が進めば進むだけ予測精度は向

上し、将来の栽培計画の参考情報を提供するものとなります。 



 

(エ) あぐり日誌 

・日誌入力画面 

 

 この画面で、日々の作業をこまめに記録しておけば、以下の週報画面でその履

歴を確認でき、さらに昨年の同時期との比較もできるようになります。 

作業だけでなく、取り扱う農産物の入荷や出荷、農薬などの資材の使用・購入状

況も記録する事で、年間や月間の集計が可能となります。 

 

・週報画面 

 

 週報画面で先の予定を入力したり、昨年の状況と比較する事で、今後の予定を

立てる参照情報にもなります。 



 

・設定画面 

 

 各種設定パラメータをユーザ毎に設定できますので、より親しみやすい言葉で

情報を残す事が可能となります。 

 

・当日の環境データとのリンク 

 

施設内のセンサーデータやカメラ映像など自動採集されたものを自動的にリンク

します。また、写真は追加登録が可能です。 



日誌で入力された情報は日誌や週報、年報といった形で出力でき、以下に年報の

を年間の例を示します。 

 

 



(オ) あぐりフォーラム 

本サイトサービスを利用するユーザ間での情報交換用掲示板です。 

 

・投稿画面 

 

 

以上 

 


